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令和 5 年 9 月議会 一般質問 

問
防
災
訓
練
に
つ
い
て 

答
弁 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

 
雲
南
市
内
に
３
０
有
る「
地
域
自
主

組
織
」
の
内
、
市
民
参
加
型
の
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
地
域
自
主
組
織

は
１
５
組
織
で
、そ
れ
以
外
の
１
５
組

織
は
、
職
員
に
よ
る
安
否
確
認
・
情
報

伝
達
・
避
難
行
動
等
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。
参
加
要
請
が
あ
っ
た
も
の

は
、
市
も
参
加
し
て
い
る
。 

 

 

地
域
自
主
組
織
は
年1

回
以
上
の

避
難
訓
練
を
行
い
、
市
は
全
て
に

参
加
・
協
力
し
て
い
る
か
。 

市
民
参
加
型
の
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
な
い
地
域
自
主
組
織
へ
の
情

報
共
有
に
つ
い
て 

答
弁 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

 

令
和
３
年
の
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、

地
域
自
主
組
織
連
絡
協
議
会
に
お
い

て「
地
域
自
主
組
織
の
取
り
組
み
事
例

発
表
会
等
」
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
内
容
の
共
有
に
努
め
て
い
る
。 

令
和
５
年
７
月
に
も
、
市
内
各
所

で
大
雨
に
よ
る
指
定
避
難
所
の
開

設
・
避
難
者
も
あ
っ
た
。
市
は
、
各

町
ご
と
に
全
町
民
が
一
斉
に
参
加

す
る
避
難
訓
練
を
行
う
計
画
が
有

る
の
か
。 

問
雲
南
市
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て 

答
弁 
板
持
周
治 

政
策
企
画
部
長 

 

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、市
民
に
提
供
す
る

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
や
サ
ー

ビ
ス
向
上
」と
産
業
振
興
を
図
る
事
に

繋
が
り
、雲
南
市
に
と
っ
て
も
極
め
て

重
要
で
あ
り
、様
々
な
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。 

雲
南
市
の
委
託
先
で
あ
る
公
共
施

設
の
Ｉ
Ｔ
化
は
、
並
行
し
て
検
討

し
て
い
る
の
か
。(
施
設
の
空
き
情

報
・
予
約
対
応
は
、
す
べ
て
電
話
対

応
と
聞
い
て
い
る
。
) 

答
弁 

西
村
健
一 

総
務
部
長 

 

雲
南
市
が
委
託
し
て
い
る
先
の
予

約
等
は
、
電
話
中
心
。
色
々
な
形
で
予

約
で
き
る
こ
と
が
理
想
と
思
う
の
で
、

協
議
を
進
め
た
い
。 

雲
南
市
の
各
種
申
請
書
類
は
、Web

シ
ス
テ
ム
対
応
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
市
民
か
ら
の
申
請
は
、Web

申
請
も
受
け
付
け
る
事
が
望
ま
れ

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
可
能
な
手
続
き
は
、島

根
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
運
用
を

行
っ
て
い
る「
島
根
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
：
届
け
出
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
３

０
」や
デ
ジ
タ
ル
庁
が
運
用
を
行
っ
て

い
る「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ぴ
っ
た
り
サ

ー
ビ
ス
：
引
越
し
・
子
育
て
・
介
護
な

ど
の
３
０
手
続
」の
二
種
類
を
活
用
し

て
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
施

し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、市
民
の
利

便
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
市
役
所
内

事
務
の
正
確
性
の
向
上
・
業
務
効
率
化

で
も
有
効
で
あ
り
、結
果
と
し
て
職
員

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
事
か
ら
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
は
大
変
重
要
と
考
え
る
。 

今
後
、対
面
申
請
が
不
要
な
申
請
に

つ
い
て
精
査
を
行
い
、順
次
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申

請
に
追
加
す
る
考
え
で
あ
る
。 

答
弁 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

 

町
全
体
で
の
実
施
は
、負
担
が
大
き

い
こ
と
か
ら
計
画
し
て
い
な
い
。 

地
域
自
主
組
織
単
位
又
は
複
数
の
自

治
会
が
集
ま
っ
た
単
位
で
の
避
難
訓

練
の
例
は
あ
る
。 

雲
南
市
は
、
年
１
回
以
上
、
地
域
自

主
組
織
に
対
す
る
防
災
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

行
っ
て
い
る
の
か
。 

答
弁 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

 

研
修
会
は
毎
年
実
施
し
て
い
る
。更

に
、
出
前
講
座
も
地
域
自
主
組
織
・
自

治
会
等
か
ら
要
請
が
有
れ
ば
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
で
、
防
災

知
識
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思

う
。 雲

南
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
主
な
目
的

は
何
か 

雲
南
市
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
体
制

(
専
門
チ
ー
ム
の
権
限
や
構
成
人

数
)
に
つ
い
て 

答
弁 

西
村
健
一 

総
務
部
長 

 

Ｄ
Ｘ
推
進
は
行
政
全
般
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
り
、組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
む
必
要
が
有
る
こ
と
か
ら
令
和
４

 

年
１
０
月
「
雲
南
市
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
」

を
立
ち
上
げ
た
。市
の
各
部
署
が
選
出

し
た「
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
：
３
０
名
」

で
編
成
し
、全
庁
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
を
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

各
部
局
の
横
断
的
調
整
を
行
う
な
ど
、

推
進
施
策
の
立
案
事
務
を
行
っ
て
い

る
。 
 

専
門
人
材
の
活
用
は
、雲
南
市
の
Ｄ

Ｘ
を
進
め
る
上
で
有
効
と
考
え
て
お

り
、
現
在
、
神
戸
市
で
も
活
動
実
績
の

あ
る
専
門
人
材
に
依
頼
し
、定
期
的
に

助
言
を
受
け
て
い
る
。
今
後
は
、
民
間

な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
や
ス
ピ
ー

ド
感
を
取
り
入
れ
、官
民
が
連
携
し
た

事
業
を
展
開
し
て
行
く
必
要
が
有
る

と
考
え
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
人
材
の
登

用
な
ど
人
選
を
含
め
体
制
を
強
化
し
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
ゆ
く
考
え

で
あ
る
。 

答
弁 

西
村
健
一 

総
務
部
長 

今回の 9 月議会では、市民の生命と財産を守る
ための避難訓練、行政サービス向上のためのデ
ジタル化について質問を行いました。 



 

自然災害により人家背後の林地が崩壊し、人家に直接危

害を及ぼす恐れが有る場合、その復旧を行う。令和 5 年

7 月号災害で被災した林地が 6 か所あり、その復旧費用

を増額補正する。受益者負担額は、世帯の所得によりそ

れぞれ事業費の 10%、12.5％、15％となる。 

林地崩壊防止事業について 
補正額：60,000 千円、補正後額：70,400 千円 

駆除頭羽数が当初見込では 1,660 頭羽（予算 42,640 千

円）としていたが、4 か月経過した８月末で 1,233 頭羽

（執行額 20,380 千円：約 48％）となり、今後、予算不足

が見込めるため最終駆除頭羽数を 2,295 頭羽とし、それ

に伴う額を増額補正する。 

有害鳥獣捕獲奨励事業について 
補正額：12,107 千円、補正後額：54,747 千円 

道の駅さくらの里木次の駐車場は、防災拠点自動車駐車

場として国から指定されているため、災害時は一般車両

の利用は禁止されている。 

 

雲南市の地域防災計画（国の指定を受け）において、道の

駅を市の「地域防災計画」に重要な拠点として位置づけ

ることとした。今回、道の駅に隣接する公園の造成・景観

設計、防災設備等の検討、各種手続き申請経費を増額補

正する。 

 

※今後、更に造成し防災駐車場・公園とした場合の見込

額：2億5千万円（用地買収61,000千円、工事費等189,000

千円/遊具・公園管理棟は含まず。） 

道の駅さくらの里木次の整備について 
補正額：8,304 千円、補正後額：16,325 千円 

市民の水道使用料の内、11 月分を無料（12 月計量分）と

する。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金を活用し、原油価格・物価高騰対策として水道料金 1か

月分を免除する。 

水道料金の無料について 
補正額：80,000 千円、補正後額：364,441 千円 ４ 

食料安全保障強化対策・化学肥料使用量低減・国内資源

の利用拡大。 

 

県に 1.2 で申請中（10月中～下旬に県より可否決定） 

1. 土壌・生育診断支援：料金の 1/2 補助を予定 

2. 堆肥の利用拡大支援：4,000 円/t を予定 

 

※取組に必要な掛かり増し経費(散布等)の 1/2(上限 500

万円)に対しても交付予定。 

化学肥料低減定着対策事業について 
補正額：未定：県に申請中 

主な補正予算等 

９月の一般質問は、雲南市民の皆様の生命と財産を守るため、防災関係と市民の利便性向

上のための IT 化と DX推進（市民に提供する「行政サービスの効率化やサービス向上」）

について質問しました。 

 

今年の 9月 1日は、関東大震災から 100 年目に当たります。 

国土交通白書 2020 では、南海トラフ地震（マグニチュード 8～9クラスの地震）が 30 年

以内に発生する確率を 70～80％とし、この南海トラフ地震が発生すれば山陰地方でもマ

グニチュード５前後の地震が発生し大きな被害が出ることが予想されています。国土交通

省の「中国ブロック地域対策計画の応急活動計画」においてもこの事に触れ、生命財産を

守る重要テーマを設定していますので、皆様も一度ご覧下さい。 

１ 

２ 

３ 

５ 

その他の案件に関しましては、サイト

をご覧ください 
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